
    

    

    

    

    

    

兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県がががが補助金補助金補助金補助金をををを交付交付交付交付するするするする「「「「わがわがわがわが家家家家のののの耐震改修促進事業耐震改修促進事業耐震改修促進事業耐震改修促進事業」」」」    

平成 20 年度の兵庫県の受付が始まりました    

上手上手上手上手にににに活用活用活用活用してしてしてして耐震性耐震性耐震性耐震性にににに優優優優れたれたれたれた家屋家屋家屋家屋にににに改修改修改修改修しましょうしましょうしましょうしましょう    

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■     
住宅の耐震改修の計画づくりと耐震改修工事を実施される方に対して、その費

用の一部を県が補助します。 http://web.pref.hyogo.jphttp://web.pref.hyogo.jphttp://web.pref.hyogo.jphttp://web.pref.hyogo.jp をご参照下さい。 

 

111111111111            住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震改改改改改改改改改改改改修修修修修修修修修修修修計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定費費費費費費費費費費費費補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助   

●●対対象象ととななるる住住宅宅  

昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工した住宅で、耐震診断(建築士等に

よる耐震診断)の結果が、「耐震性が劣る」と認められたもの 

●●対対象象者者  

兵庫県住宅再建共済制度兵庫県住宅再建共済制度兵庫県住宅再建共済制度兵庫県住宅再建共済制度（（（（フェニックスフェニックスフェニックスフェニックス共済共済共済共済））））にににに加入加入加入加入しているしているしているしている者者者者

又又又又はははは加入加入加入加入するするするする者者者者（平成平成平成平成 19191919 年度年度年度年度よりよりよりより新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加されましたされましたされましたされました。）。）。）。） 

●●補補助助対対象象ととななるる費費用用  

耐震診断と耐震改修計画策定費(工事費見積りを含む）に要する費用 

●●補補助助金金額額  

補助対象となる費用の２２//３３以以内内  

（戸戸建建住住宅宅はは２２００万万円円,,共同住宅は 1戸当たり１２万円を限度とします） 
 

222222222222            住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震改改改改改改改改改改改改修修修修修修修修修修修修工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事費費費費費費費費費費費費補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助            

●●対対象象者者  

所得が 12,000 千円以下の県民 

（給与収入のみの場合は、給与収入が 14,421,053 円以下の県民） 

兵庫県住宅再建共済制度兵庫県住宅再建共済制度兵庫県住宅再建共済制度兵庫県住宅再建共済制度（（（（フェニックスフェニックスフェニックスフェニックス共済共済共済共済））））にににに加入加入加入加入しているしているしているしている者者者者

又又又又はははは加入加入加入加入するするするする者者者者（（（（平成平成平成平成 19191919 年度年度年度年度よりよりよりより新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加されましたされましたされましたされました。）。）。）。） 

●●対対象象ととななるる工工事事  

耐震性向上のために行う、基礎、柱、梁、耐力壁及び筋違の補強

等の工事（但し耐震改修後の耐震診断結果が”安全”となるものに限ります。） 

●●補補助助金金額額  

補助対象となる費用の１１//４４以以内内 

（戸戸建建住住宅宅はは６６００万万円円,共同住宅は 1戸当たり２０万円を限度とします） 
 

333333333333            平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２００００００００００００年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度のののののののののののの申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請ににににににににににににつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいてててててててててててて            

●●受受付付期期間間  

２０年度の住宅耐震改修計画策定費補助及び住宅耐震改修工事

費補助の申請受付が始まりました。  

 
 

 

 

 

 

 

■■■■■■■■■■■■ガガガガガガガガガガガガススススススススススススエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジンンンンンンンンンンンン給給給給給給給給給給給給湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯器器器器器器器器器器器器ととととととととととととはははははははははははは            ２２２２つのつのつのつのユニットユニットユニットユニットで構成されます            

 

 

 

 

 

(1)床暖房等床暖房等床暖房等床暖房等のののの温水端末温水端末温水端末温水端末をををを設置設置設置設置のこと。(2)設置対象施設の熱負荷熱負荷熱負荷熱負荷がががが年間年間年間年間 23，，，，000ＭＪＭＪＭＪＭＪ以上以上以上以上のこと。 

■■■■■■■■■■■■補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助金金金金金金金金金金金金額額額額額額額額額額額額                        

 

 

 

■■■■■■■■■■■■補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助金金金金金金金金金金金金額額額額額額額額額額額額 

 

 

 

 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  上上記記 22 件件にに関関ししてて････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

■■■■■■■■■■■■応応応応応応応応応応応応募募募募募募募募募募募募受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付期期期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間間間 

平成 20 年 4 月 15 日（火）～平成 21 年 2 月 10 日（火） 
    ※原則先着順とし、申込みが予算に達した時点で締め切ります。 

■■■■■■■■■■■■おおおおおおおおおおおお問問問問問問問問問問問問いいいいいいいいいいいい合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわせせせせせせせせせせせせはははははははははははは                                    有限責任中間法人 都市ガス振興センター 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-25-5 虎ノ門 34MTビル 

受付時間［月～金］9：00～17：20  http://www.gasproc.or.jp 

●６階 ガスエンジン給湯器普及促進グループ 

TEL：03-3502-5589 FAX：03-3502-5640 

●７階 潜熱回収型給湯器普及促進グループ 

TEL：03-3502-5545 FAX：03-3502-5623 

 

貯貯湯湯ユユニニッットト  
１） 「社団法人日本水道協会品質 
認証センター」又は「財団法人
日本ガス機器検査協会」の認認認認
証登録証登録証登録証登録がされていること  

２） 貯湯容量が１２０１２０１２０１２０リットルリットルリットルリットル以上以上以上以上 

３） ガスエンジンユニットの排熱吸排熱吸排熱吸排熱吸
収貯湯槽収貯湯槽収貯湯槽収貯湯槽を持つこと 

４） ガスエンジンユニットエネルギ
ー以外の熱を流入させない 

ガガススエエンンジジンンユユニニッットト  
１） 小出力発電設備小出力発電設備小出力発電設備小出力発電設備である 

２） JIS基準（JIS B 8122） 
に基づく計測を行い、 
総合効率が 80％％％％以上以上以上以上 
（（（（LHV基準基準基準基準））））であること 

３） 都市都市都市都市ガスガスガスガスを使用する 

４） ガスエンジンの排熱を 
回収し、熱の有効利用 
できる機構をもっている 
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